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問　浜北大橋から県道山梨敷地停車場
線、県道浜北袋井線へ通ずる道路の新
設はどうか。 

問　袋井市の第３次被害想定の死者は
｢223名｣である。何枚のボディ・バッグ（遺
体収容袋）が準備されているのか。 

答　この道路は、旧袋井市の都市計画マス
タープラン策定の際に、地域から要望があ
り位置づけをした道路である。磐田市で県
道磐田横川線の道路計画を考慮し、浜北大
橋や旧豊岡村に通じる道路を検討してい
ると聞いている。磐田市の動向を踏まえ、
道路計画を検討していきたい。

答　第3次地震被害想定による市の死者
数に対応した数量を本年度中にも整備し
たい。

三川・西山地区の土地利用は

県道の新設を要望する

下水道事業における
今後の課題への取り組みは

問　今日までの経過と都市計画マスター
プランでの位置づけ、今後の見通しはどう
か。 

答　地域資源活用ゾーンとして位置づけ
をし、地域資源や地域特性を生かした上で
地域活性化を図る区域としていくことになっ
ている。今後は、農業との調整や、環境に対
する配慮なども必要となるので、まずは地
域が主体となり、土地利用の構想を検討い
ただくことが肝要であると考えている。

答　今年度、公共下水道全体計画を見直し
た。今後の事業実施は、市財政見通しに合
わせて事業費の配分をし、計画的に取り組
みたい。答　名誉市民賞や特別功労賞の顕彰の仕

方は、条例上の条件もあるため、議員の皆
様方に相談しながら検討したい。

作成中の景観計画で本市の特徴で
ある「農の風景」を磨けるか

3億円寄附された近藤健次さんを
どのように顕彰するのか

東海地震への備えは

問　汚水処理普及率を高めていくための取
り組みをどう考えているのか。 

問　景観法の理念は、農山漁村や都市に
残る美しい景観を育てていくことにある。
しかし、制度の軸は都市形成にある。袋井
市に当てはめて、どのように運用するのか。 答　広報ふくろいでのＰＲや地元説明会、公

共下水道未接続世帯への個別訪問など積極
的に取り組んでいる。合併処理浄化槽につ
いても、引き続き地元説明会等でＰＲし、汚
水処理の普及に向け積極的に取り組みたい。

答　市街地の都市的景観の創出を行うとと
もに、昔ながらの豊かな田園風景が残る里
山の自然や農業の緑をまちづくりに生かし、
市民の郷土への誇りを醸成していきたい。

問　下水汚泥をバイオマス・エネルギーに転
換し、省エネや地球温暖化防止に貢献する事
業への取り組みが必要と考えるがどうか。 

問　施設の維持管理をも含めた、中長期
の事業計画策定への取り組みが必要と考
えるがどうか。 

問　計画中の記念公園とともに、名誉市
民賞、または特別功労賞を贈呈すべきで
はないか。 

答　将来、国道150号バイパスや新東名
高速道路などの開通に伴い、中東遠の交通
の流れに大きな変化が想定されるため、本
路線の根本的な見直しの必要がある。

諸井橋周辺の歩道計画は

問　湊川井線（大規模農道）の一番危険
な諸井橋周辺の歩道が未整備である。整
備計画の見通しはどうか。 

答　汚泥処理については、民間処理施設
での肥料化やセメントの資源へのリサイ
クルを行ってきた。来年度からは新ごみ処
理施設で、余熱発電や余熱利用施設の併
設による熱エネルギーの回収と発生した
スラグを建設資材として利用を図る予定。

問　関連する「屋外広告物条例」、「緑の
基本計画」は、いつ作成するのか。 

答　市独自の屋外広告物条例を制定して、
はんらんする看板や広告の規制、誘導を
行ったりすることで、さらに美しい景観形
成が可能になると考える。緑の基本計画は、
来年度から策定に取りかかりたい。

指定避難場所の水はけ対策は

問　浅羽西多目的運動広場は「指定避難
場所」である。暗渠排水工事計画は予定
されているのか。 

答　自然災害等に備えた施設整備も必要
なため、現地を調査し、支障のないように
対処をしていきたい。

市内に広がる田園風景
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竹原 和義 議員

　木 清隆 議員

下水道管の布設工事

上空から見た三川地域（写真は大谷・見取地区）浅羽西多目的運動広場

　岡 英一 議員


